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は
じ
め
に

　

本
論
文
は
古
代
・
中
世
に
お
い
て
神
祇
官
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
た
年
中
行
事
で
あ
る
御
体
御
卜
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
の
論
点
を
整
理
す
る
こ
と
で
改
め

て
そ
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
、
ま
た
そ
の
後
の
変
遷
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

御
体
御
卜
と
は
神
祇
官
に
お
い
て
中
臣
や
宮
主
、卜
部
を
中
心
と
し
て
、毎
年
六
月
と
十
二
月
の
上
旬
に
天
皇
に
関
す
る
卜
い
を
行
っ
た
年
中
行
事
で
あ
る
。

　

御お
お
み
ま
の
み
う
ら（
ご
た
い
の
み
う
ら
）

体

御

卜
と
は
、
向
こ
う
半
年
間
の
う
ち
に
起
こ
る
で
あ
ろ

う
様
々
な
祟
り
を
予
見
し
、
こ
れ
に
対
処
す
る
こ
と
で
、
祟
り
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
の
神
祇
官
の
年
中
行
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
成
立
時
期
は
従
来

『
古こ

語ご

拾し
ゅ
う

遺い

』
記
載
の
孝
徳
天
皇
白
雉
四
年
（
六
五
三
）
と
さ
れ
て
き

た
が
、
そ
の
実
態
は
不
明
確
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
論
で
は
白
雉
四
年
に
開
始
さ
れ
た
「
夏
冬
二
季
御
卜
」
が
臨

時
的
・
事
後
的
な
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
を
挙
げ
た
。
ま
た
孝
徳
天
皇
以

降
の
数
代
の
天て

ん

皇の
う

と
神か

み

祟た
た

り
の
関
係
を
例
示
し
、
天
武
天
皇
が
朱
鳥
元
年

（
六
八
六
）
に
神
の
祟
り
に
よ
り
崩
御
し
た
一
大
事
を
最
大
の
要
因
と
し

て
、
持
統
朝
頃
に
祟
り
を
予
め
察
知
す
る
た
め
の
恒
例
の
御
体
御
卜
が
開

始
さ
れ
た
と
考
察
し
た
。

　

御
体
御
卜
は
本
来
、
天
皇
個
人
へ
の
祟
り
を
予
見
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
っ
た
が
、『
新し

ん

撰せ
ん

亀き

相そ
う

記き

』
な
ど
を
見
る
と
、
や
が
て
天
皇
を
中
心
と

す
る
国
家
全
体
を
対
象
と
し
た
規
模
の
大
き
な
も
の
に
拡
大
し
た
可
能
性

が
あ
る
。
こ
れ
が
そ
の
後
卜う

ら

部べ

の
地
位
と
関
連
し
て
ど
の
よ
う
に
変
遷
し

て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
概
観
し
た
。

論
　
文
　
要
　
旨

木
　
村
　
大
　
樹

御
体
御
卜
の
成
立
と
変
遷
に
関
す
る
一
考
察
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そ
の
全
体
的
な
流
れ
に
つ
い
て
は
『
延
喜
式
』
に
、

　
　

�
即
中
臣
官
二
人
、
宮
主
一
人
、
卜
部
八
人
、
並
給
二
明
衣
一
〈
中
臣
細
布
、
宮
主
已
下
調
布
、
〉
始
レ
自
二
朔
日
一
、十
日
以
前
、
卜
訖
奏
聞
、（『
延
喜
四
時

祭
式
上
』
卜
御
体
条
）

　
　

凡
御
体
卜
者
、
神
祇
官
中
臣
率
二
卜
部
等
一
、六
月
、
十
二
月
一
日
始
斎
卜
之
、
九
日
卜
竟
、
十
日
奏
之
、（『
延
喜
太
政
官
式
』
御
体
卜
条
）

と
あ
る
よ
う
に
、
両
月
の
一
日
か
ら
九
日
に
か
け
て
卜
部
に
よ
る
亀
卜
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
が
翌
十
日
に
天
皇
に
奏
上
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま

た
十
日
に
実
際
に
奏
上
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
『
朝
野
群
載
』
巻
六
所
収
の
奏
文
（
第
三
章
に
一
部
を
掲
載
）
な
ど
を
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
卜
い
は

向
こ
う
半
年
間
の
う
ち
に
起
こ
る
で
あ
ろ
う
祟
り
を
予
見
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
御
体
御
卜
と
は
、
一
年
を
半
分
に
分
け
た
そ
れ
ぞ
れ

の
最
終
月
で
あ
る
六
月
と
十
二
月
に
、
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
向
こ
う
半
年
間
、
即
ち
不
確
実
な
未
来
の
事
象
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
御
体
御
卜
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
安
江
和
宣
氏
に
よ
っ
て
『
古
語
拾
遺
』
孝
徳
天
皇
白
雉
四
年
（
六
五
三
）
説
が
提
唱
さ
れ
て
以
来
、
こ

れ
に
つ
い
て
十
分
な
議
論
が
為
さ
れ
な
い
ま
ま
通
説
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（
（

。
し
か
し
御
体
御
卜
研
究
の
出
発
点
と
も
言
え
る
安
江
氏

の
論
考
に
も
若
干
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
本
論
は
安
江
氏
の
説
を
土
台
と
し
て
そ
の
他
の
先
行
研
究
の
論
点
を
整
理
し
、
問
題
点
を

提
示
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
発
展
的
な
御
体
御
卜
成
立
論
の
再
出
発
点
と
す
る
。
ま
た
そ
の
後
の
変
遷
に
つ
い
て
も
年
代
順
に
概
観
し
、
本
儀
が
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
た
の
か
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　

一
、
御
体
御
卜
の
文
書
処
理
に
つ
い
て

　

御
体
御
卜
の
成
立
時
期
の
検
討
を
行
う
前
に
、
ま
ず
は
天
皇
へ
の
奏
上
が
行
わ
れ
る
十
日
以
降
の
流
れ
を
、
主
に
神
祇
官
と
太
政
官
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ

た
文
書
処
理
上
の
手
続
き
か
ら
把
握
し
て
お
き
た
い
。
十
日
の
奏
上
か
ら
始
ま
り
、
最
終
的
に
祟
り
の
原
因
と
な
る
各
所
へ
祓
使
が
発
遣
さ
れ
る
ま
で
に
交
わ

さ
れ
る
文
書
の
う
ち
、
現
存
の
実
例
が
散
見
で
き
る
も
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る（

（
（

。
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（
Ⅰ
）
神
祇
官
奏
文
：
十
日
に
天
皇
に
奏
上
さ
れ
る
御
卜
の
結
果
を
し
た
た
め
た
文
書
。

（
Ⅱ
）
神
祇
官
解
文
：
神
祇
官
か
ら
太
政
官
へ
上
申
さ
れ
る
御
卜
結
果
の
報
告
文
書
。

（
Ⅲ
）
太
政
官
符
：（
Ⅱ
）
を
受
け
て
、
太
政
官
が
神
祇
官
に
対
応
措
置
を
指
令
す
る
外
印
官
符
。

（
Ⅳ
）
御
体
御
卜
使
差
文
：
神
祇
官
が
祓
使
を
各
所
に
発
遣
す
る
こ
と
を
太
政
官
へ
報
告
す
る
文
書
。

（
Ⅴ
）
太
政
官
符
：（
Ⅳ
）
を
受
け
て
、
太
政
官
が
副
状
的
に
神
宮
や
諸
国
に
発
給
す
る
内
印
官
符
。

　

ま
ず
（
Ⅰ
）
と
し
て
は
『
朝
野
群
載
』
巻
第
六
に
承
暦
四
年
（
一
〇
八
〇
）
六
月
十
日
付
と
康
和
五
年
（
一
一
〇
三
）
六
月
十
日
付
の
も
の
が
「
神
祇
官
御

体
御
卜
奏
」
と
し
て
所
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
「
神
祇
官
謹
奏
」
か
ら
始
ま
っ
て
卜
問
し
た
内
容
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
亀
卜
の
火
数
の
内
訳
を
示
し
、

こ
れ
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
伊
勢
神
宮
関
連
の
祟
り
と
諸
国
神
社
の
祟
り
、
及
び
そ
れ
以
外
の
主
体
に
よ
る
祟
り
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
対
処
と
し
て
の
各
種
祓

や
祭
祀
を
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
て
、
そ
れ
を
確
か
に
実
践
す
る
こ
と
で
御
在
所
の
平
安
が
保
た
れ
る
こ
と
を
「
謹
以
申
聞
奏
」
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て

は
第
三
章
で
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
こ
の
奏
上
に
対
し
て
天
皇
が
「
依
レ
奏
行
之
」
と
の
勅
許
を
下
す
こ
と
で
、
神
祇
官
の
発
案
す
る
諸
処
置
は
正
当
性

を
付
与
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

　

次
に
奏
上
と
同
日
中
に
神
祇
官
か
ら
太
政
官
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
が
（
Ⅱ
）
の
解
文
で
あ
り
、『
続
左
丞
抄
』
巻
二
に
「
神
祇
官
解
申
可
レ

行
二
御
卜
一
祟
事
」
と
し
て
応
永
十
六
年
（
一
四
〇
九
）
十
二
月
十
日
付
の
も
の
が
所
収
さ
れ
、
ま
た
『
宮
主
秘
事
口
伝
』
に
も
そ
の
書
様
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
末
文
に
「
以
前
依
レ
例
供
奉
御
体
御
卜
、
所
レ
祟　

奏
聞
既
訖
、
仍
録
二
祟
状
一
、
謹
解
、」
と
あ
る
通
り
、
天
皇
へ
の
奏
上
が
完
了
し
た
後
に
改
め
て
太

政
官
に
同
内
容
を
上
申
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
太
政
官
か
ら
（
Ⅲ
）
の
官
符
が
下
さ
れ
る
。『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
第
一
に
天
暦
六
年
（
九
五
二
）
十
二
月
十
日
付
の
も
の
が
「
応
レ
行
二
御
卜
一

祟
参
箇
条
事
」
と
し
て
所
収
さ
れ
て
い
る
こ
の
太
政
官
符
は
、
ま
ず
御
卜
の
結
果
を
箇
条
書
き
に
し
て
掲
げ
、
以
上
の
内
容
が
神
祇
官
よ
り
同
日
に
提
出
さ
れ

た
こ
と
を
示
し
た
上
で
末
文
に
「
官
宜
二
承
知
依
レ
件
行
一レ
之
、
符
到
奉
行
、」
と
奏
上
通
り
の
対
応
処
置
を
行
う
よ
う
指
令
し
て
い
る（

（
（

。

　

こ
れ
を
受
け
て
神
祇
官
は
実
際
に
神
宮
や
諸
国
の
神
祟
り
の
原
因
と
な
る
各
所
を
祓
う
使
者
を
発
遣
す
る
た
め
に（
Ⅳ
）の
差
文
を
作
成
す
る
。『
朝
野
群
載
』

巻
第
六
に
「
差
‐
二
進
御
体
御
卜
使
一
事
」
と
し
て
長
治
二
年
（
一
一
〇
五
）
十
二
月
二
十
二
日
付
の
も
の
が
所
収
さ
れ
て
お
り
、
太
神
宮
御
領
の
過
穢
に
対
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し
て
上
祓
を
修
す
た
め
に
大
中
臣
朝
臣
と
卜
部
宿
祢
ら
を
派
遣
す
る
こ
と
が
上
申
さ
れ
て
い
る
。
本
差
文
は
伊
勢
神
宮
関
連
の
祓
使
の
こ
と
の
み
記
し
て
い
る

が
、『
神
祇
官
年
中
行
事
』
六
月
御
体
御
卜
条
は
他
に
五
畿
七
道
へ
の
祓
の
差
文
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、『
宮
主
秘
事
口
伝
』
に
は
五
畿
七
道
の
祓
使

差
文
の
書
様
も
併
せ
て
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
宮
主
秘
事
口
伝
』
は
（
Ⅳ
）
に
つ
い
て
も
奏
上
と
同
日
に
（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）
に
相
当
す
る
文
書
と
共
に
持
参
す

る
と
し
て
お
り
、
ま
た
長
治
二
年
の
も
の
も
一
見
す
る
と
二
十
二
日
付
で
奏
上
か
ら
幾
分
日
数
を
経
て
作
成
さ
れ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
実
は
こ
の
年
の

十
二
月
の
御
体
御
卜
奏
上
は
穢
れ
に
よ
り
二
十
二
日
に
追
行
さ
れ
て
い
た
た
め
奏
上
と
同
日
中
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
次
の
（
Ⅴ
）
の
応
和
二

年
八
月
二
十
二
日
付
太
政
官
符
に
よ
る
と
応
和
二
年
の
六
月
の
差
文
は
八
月
十
日
に
提
出
さ
れ
て
お
り
、（
Ⅳ
）
が
本
来
い
つ
提
出
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ

た
か
は
現
存
の
史
料
か
ら
は
定
か
で
は
な
い
。

　

そ
し
て
太
政
官
が
最
終
的
な
処
置
の
実
行
と
し
て
、
祓
使
の
修
す
る
祓
を
受
け
さ
せ
る
た
め
に
大
神
宮
司
並
び
に
諸
国
に
下
す
の
が
（
Ⅴ
）
の
官
符
で
あ
る
。

こ
れ
は
『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
第
一
に
応
和
二
年
八
月
二
十
二
日
付
の
も
の
が
「
応
レ
科
レ
祓
大
神
宮
御
厨
案
主
神
戸
預
等
事
」
と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
御
卜

の
結
果
と
そ
の
祟
り
の
原
因
と
な
る
人
々
、
そ
し
て
こ
れ
を
祓
う
使
者
の
名
を
挙
げ
、
こ
れ
ま
で
に
神
祇
官
と
太
政
官
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
諸
文
書
を
引
用

す
る
形
で
、
最
後
に
「
国
宜
二
承
知
依
レ
件
行
一レ
之
、
符
到
奉
行
、」
と
結
ん
で
い
る
。（
Ⅳ
）
が
解
文
の
体
裁
を
取
っ
た
の
は
、
神
祇
官
の
文
書
だ
け
で
は
祓
使

を
発
遣
す
る
の
に
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
太
政
官
が
諸
国
に
祓
を
受
け
る
こ
と
を
命
じ
た
内
印
官
符
と
祓
使
が
諸
国
に
出
向
く
際
に
使
用
す
る
駅
鈴
を
申

請
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
御
体
御
卜
は
そ
の
結
果
を
天
皇
に
奏
上
し
て
か
ら
、
天
皇
の
玉
体
に
祟
り
を
起
こ
す
主
体
に
対
し
て
祓
使
を
発
遣
す
る
な
ど
実
際
に
何
ら

か
の
対
処
を
行
う
ま
で
に
、
神
祇
官
と
太
政
官
の
間
で
複
数
の
報
告
・
命
令
と
い
う
確
認
作
業
を
経
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
こ
で
こ
れ
ら
の
文
書
の
内

容
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
御
体
御
卜
の
性
格
を
抽
出
し
て
み
る
と
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
御
体
御
卜
と
は
天
皇
の
玉
体
の
平
安
に
つ
い
て
、
一
年
に
二
度

周
期
的
に
こ
れ
を
予
見
し
、
奏
上
、
対
処
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
年
の
中
で
も
特
に
祭
祀
や
行
事
の
ひ
し
め
く
六
月
・
十
二
月
に
行
わ
れ
、

卜
占
に
よ
っ
て
向
こ
う
半
年
間
の
う
ち
に
起
こ
る
と
さ
れ
た
祟
り
は
両
月
の
十
日
に
天
皇
に
奏
上
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
予
見
性
と
周
期
性
は
重
要
な
性

格
で
あ
り
、
御
体
御
卜
の
原
則
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
で
は
こ
の
よ
う
な
原
則
に
則
っ
て
御
体
御
卜
を
捉
え
た
場
合
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

考
察
が
成
り
立
つ
だ
ろ
う
か
。
次
章
で
確
認
し
て
い
き
た
い
。
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二
、
成
立
時
期
の
検
討

　
　
　
　

１　

安
江
説
の
再
検
討

　

御
体
御
卜
は
い
つ
頃
成
立
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
先
行
研
究
の
成
果
を
振
り
返
り
、
そ
の
論
点
を
再
確
認
し
整
理
し
て
い
く
形
で
御
体
御
卜
の
成
立

時
期
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
と
は
い
え
、
御
体
御
卜
の
成
立
期
に
関
す
る
近
年
の
考
察
は
、
そ
の
多
く
が
安
江
氏
の
論
考
を
出
発
点
と
す
る
も
の
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
本
節
で
も
主
に
安
江
氏
の
論
考
に
沿
っ
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

　

は
じ
め
に
御
体
御
卜
が
国
史
上
に
散
見
す
る
例
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
が
、
そ
の
例
は
『
三
代
実
録
』
に
数
例
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
た
め
、
以
下
に
そ

の
全
例
を
示
す
。

　
　

・
天
安
二
年
（
八
五
八
）
十
二
月
十
日
「
神
祇
官
所
レ
奏
御
体
御
卜
、
大
臣
奏
レ
之
、」

　
　

・
元
慶
五
年
（
八
八
一
）
十
二
月
十
日
「
神
祇
官
奏
二
御
体
卜
一
事
、
例
也
、」

　
　

・
元
慶
六
年
（
八
八
二
）
十
二
月
十
日
「
是
日
、
神
祇
官
奏
二
御
体
卜
一
、
天
皇
不
レ
御
二
紫
宸
殿
一
、
大
臣
付
二
内
侍
一
奏
、」

　
　

・
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
十
二
月
十
日
「�

天
皇
御
二
紫
宸
殿
一
、
神
祇
官
大
副
従
五
位
下
大
中
臣
朝
臣
有
本
昇
レ
殿
、
読
二
御
体
御
卜
一
、
左
大
臣
正
二
位
源

朝
臣
融
行
レ
事
、
其
事
具
注
二
別
式
一
、
承
和
以
後
、
此
儀
停
絶
、
是
日
、
尋
二
旧
式
一
行
レ
之
、」

　
　

・
仁
和
二
年
（
八
八
六
）
十
二
月
十
日
「
神
祇
官
奏
二
御
体
卜
一
、
天
皇
不
レ
御
二
紫
宸
殿
一
、
中
納
言
従
三
位
藤
原
朝
臣
山
陰
執
奏
、」

　

国
史
上
で
の
御
体
御
卜
の
例
は
以
上
の
よ
う
に
天
安
二
年
の
例
を
初
見
と
し
て
『
三
代
実
録
』
に
僅
か
に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
そ
の
ど
れ
も
が
十
日
の

奏
上
の
儀
式
に
つ
い
て
の
み
の
記
述
で
あ
る
。
し
か
し
国
史
に
僅
か
に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
実
際
に
僅
か
に
し
か
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
国
史
の
性
格
上
恒
例
で
行
わ
れ
る
行
事
に
つ
い
て
は
特
筆
す
べ
き
事
項
が
な
い
限
り
記
載
を
省
略
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
御
体

御
卜
の
祭
儀
自
体
は
そ
の
様
式
に
変
遷
が
あ
り
な
が
ら
も
基
本
的
に
は
行
わ
れ
続
け
て
い
た
と
考
え
る
。

　

安
江
氏
は
国
史
上
の
初
見
で
あ
る
天
安
二
年
よ
り
早
い
記
録
と
し
て
、
ま
ず
『
本
朝
月
令
』
所
引
の
『
弘
仁
式
』
逸
文
を
挙
げ
、
さ
ら
に
前
の
記
録
と
し
て
、
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『
日
本
紀
略
』
所
引
の
『
日
本
後
紀
』
逸
文
延
暦
十
一
年
（
七
九
二
）
六
月
十
日
条
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

　
　

皇
太
子
久
病
、
卜
之
崇
道
天
皇
為
レ
祟
、
遣
二
諸
陵
頭
調
使
王
等
於
淡
路
国
一
、
奉
レ
謝
二
其
霊
一
、

と
あ
り
、
皇
太
子
（
後
の
平
城
天
皇
）
の
病
気
が
卜
い
に
よ
り
崇
道
天
皇
（
早
良
親
王
）
の
祟
り
に
よ
る
も
の
と
わ
か
っ
た
た
め
、
淡
路
国
の
親
王
墓
に
鎮
謝

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
安
江
氏
は
こ
の
と
き
の
卜
い
が
六
月
十
日
に
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
「
御
体
御
卜
は
、
六
月
の
場
合
も
、
十
二
月
の
場
合
も
、
そ
の
月
の

十
日
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
こ
れ
が
東
宮
の
た
め
に
行
わ
れ
た
御
体
御
卜
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
先
述
し

た
通
り
、
少
な
く
と
も
『
延
喜
式
』
で
確
認
で
き
る
段
階
で
十
日
に
行
わ
れ
る
の
は
御
体
御
卜
の
奏
上
部
分
で
あ
り
、
実
際
の
卜
い
は
九
日
に
終
了
し
て
い
る

は
ず
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
場
合
は
皇
太
子
が
既
に
病
気
に
罹
っ
て
い
て
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
事
後
的
に
卜
い
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
向
こ
う
半
年
間
の
う

ち
に
起
こ
る
で
あ
ろ
う
祟
り
を
未
然
に
卜
い
で
予
見
し
対
処
す
る
と
い
う
第
一
章
で
理
解
し
た
御
体
御
卜
の
原
則
に
は
適
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
こ
の
記
事

を
御
体
御
卜
の
例
で
あ
る
と
断
言
す
る
に
は
、
聊
か
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
一
年
の
記
事
は
「
御
体
御
卜
」
と
の
直
接
の
記
載
が
な
い
こ
と
が
、
何
よ
り
そ
の
本
質
を
わ
か
り
に
く
く
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
お
い
て
「
御
体
御
卜
」
と
記
し
た
最
も
確
実
な
初
見
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
正
月
十
三
日
付
の
太
政
官
符
で

あ
る
。
こ
の
太
政
官
符
は
他
の
二
通
の
宝
亀
年
間
の
官
符
と
併
せ
て
長
く
吉
田
家
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
弥
永
貞
三
氏
が
所
蔵
者
の
許
可
の
も
と
学
界

に
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る（

（
（

。
以
下
に
全
文
を
示
す
。

　
　

太
政
官
符
神
祇
官

　
　

合
神
弐
処

　
　

「
□
ヽ
」
双
栗
神　

在
山
背
国
久
世
郡

　
　
　
　
　
　
　

充
奉
田
壱
段

　
　

「
□
ヽ
」
乙
訓
神　

在
同
国
乙
訓
郡

　
　
　
　
　
　
　

充
奉
神
戸
壱
烟
并
幣
帛

　
　

右
得
官
解
偁
、
供
奉　

御
体
御
卜
之
日
□
」
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祟
奏
上
、
奉　

勅
依
奏
、
仍
注
事
状
申
送
□
」

　
　

官
宜
承
知
、
依　

勅
施
行
、
符
到
奉
行
、

　
　

従
四
位
下
行
左
中
弁
兼
中
務
大
輔
大
伴
宿
禰
「
家
持
」　

左
少
史
正
七
位
上
土
師
宿
禰
「
拖
取
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
亀
三
年
正
月
十
三
日

　

弥
永
氏
は
こ
れ
を
「
奈
良
時
代
末
期
に
も
御
体
御
卜
奏
が
行
わ
れ
て
い
た
唯
一
の
確
実
な
史
料
」
と
し
て
お
り
、
そ
れ
は
現
在
も
な
お
塗
り
替
え
ら
れ
て
い

な
い
。
そ
の
内
容
は
前
年
宝
亀
二
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た
御
体
御
卜
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
、
御
卜
に
よ
り
祟
り
を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
た
双
栗
神
と

乙
訓
神
の
二
神
に
そ
れ
ぞ
れ
神
田
と
神
戸
及
び
幣
帛
を
奉
る
と
い
う
こ
と
を
天
皇
に
奏
上
し
た
と
い
う
旨
の
神
祇
官
の
解
文
に
対
し
て
、
勅
に
従
い
そ
の
よ
う

に
実
施
せ
よ
と
の
太
政
官
か
ら
の
命
令
を
下
す
官
符
で
あ
る
（
文
書
と
し
て
の
形
態
は
第
一
章
の
（
Ⅲ
）
と
同
様
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
）。
こ
れ
に
つ
い
て
安
江
氏
は
宝
亀
二
年
当
時
か
ら
御
体
御
卜
が
行
わ
れ
て
い
た
の
な
ら
ば
、
先
述
の
延
暦
十
一
年
の
卜
占
も
東
宮
の
御
体
御
卜
と
理
解
し

て
間
違
い
な
い
と
す
る
が
、
そ
れ
は
論
理
の
飛
躍
で
あ
り
、
そ
の
実
態
に
疑
問
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

続
い
て
安
江
氏
は
さ
ら
に
遡
っ
て
そ
の
成
立
時
期
を
探
っ
て
い
る
。『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
六
月
十
日
条
に
、

　
　

卜
二
天
皇
病
一
祟
二
草
薙
剣
一
、
即
日
、
送
‐
二
置
于
尾
張
国
熱
田
社
一
、

と
あ
る
。
天
武
天
皇
の
病
の
原
因
を
卜
っ
た
と
こ
ろ
、
草
薙
剣
の
祟
り
で
あ
る
と
判
明
し
た
た
め
に
、
そ
の
日
の
う
ち
に
尾
張
国
熱
田
神
宮
に
送
っ
た
と
い
う

記
事
で
あ
る
。
こ
の
草
薙
剣
は
天
智
天
皇
七
年
（
六
六
八
）
に
僧
道
行
に
盗
ま
れ
よ
う
と
し
た
た
め
宮
中
に
一
時
的
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
そ
の
神
威
に
あ
て

ら
れ
て
か
天
武
天
皇
が
病
に
臥
せ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
祟
り
を
恐
れ
て
熱
田
神
宮
に
送
り
返
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
安
江
氏
は
「
延
暦
十
一
年
の

場
合
を
御
体
御
卜
で
あ
る
と
解
釈
す
る
な
ら
ば
、『
日
本
書
紀
』の
朱
鳥
元
年
の
場
合
も
同
様
に
、御
体
御
卜
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
は
し
な
い
か
」と
し
た
が
、

再
三
述
べ
る
よ
う
に
延
暦
十
一
年
の
卜
占
自
体
、
御
体
御
卜
で
あ
っ
た
か
が
疑
わ
し
い
上
に
、
こ
の
朱
鳥
元
年
の
場
合
も
同
様
に
奏
上
の
日
の
は
ず
で
あ
る
十

日
に
な
っ
て
事
後
的
な
卜
占
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
や
は
り
後
の
御
体
御
卜
の
原
則
か
ら
は
外
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
岡

田
莊
司
氏
は
「
あ
る
い
は
、
天
武
天
皇
へ
の
草
薙
剣
の
祟
り
と
そ
の
死
を
き
っ
か
け
に
、
恒
例
の
年
中
行
事
と
し
て
六
月
・
十
二
月
御
体
御
卜
が
開
始
さ
れ
た

と
考
え
る
こ
と
は
可
能（

（
（

」
と
し
て
い
て
非
常
に
興
味
深
く
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
章
第
二
節
で
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
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そ
し
て
安
江
氏
が
最
終
的
に
御
体
御
卜
に
つ
い
て
の
初
見
記
事
と
し
て
挙
げ
た
の
が
『
古
語
拾
遺
』
の
孝
徳
天
皇
白
雉
四
年
（
六
五
三
）
の
記
事
で
あ
る
。

『
古
語
拾
遺
』
の
当
該
記
述
に
つ
い
て
は
東
野
治
之
氏
の
考
察
が
あ
り
、
尊
経
閣
文
庫
本
『
本
朝
月
令
』
所
引
の
逸
文
が
、
他
の
諸
本
よ
り
古
態
を
示
す
も
の

で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

　
　

�

古
語
拾
遺
云
、
至
于
難
波
長
柄
豊
前
朝
白
鳳
四
年
、
以
小
花
下
諱
部
首
作
斯
、
拝
祠
官
頭
、
令
掌
叙
王
族
、
宮
内
礼
儀
、
婚
姻
、
卜
筮
、
夏
冬
二
季
御
卜

之
式
、
始
起
此
時
、

と
あ
り
、
白
雉
四
年
が
「
白
鳳
四
年
」
と
表
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
年
「
諱
部
首
作
斯
」
が
「
祠
官
頭
」
と
な
っ
て
「
夏
冬
二
季
御
卜
之
式
」
を
初
め
て
行
っ

た
と
あ
る（

（
（

。
こ
れ
に
つ
い
て
西
本
昌
弘
氏
は
東
野
氏
が
孝
徳
朝
に
祠
官
頭
と
い
う
後
の
神
祇
伯
に
あ
た
る
官
職
が
確
か
に
存
在
し
た
こ
と
を
認
め
た
こ
と
を
傍

証
に
、『
古
語
拾
遺
』
の
史
料
性
の
問
題
は
懸
念
し
な
が
ら
も
「
祠
官
頭
の
記
事
が
信
じ
ら
れ
る
と
す
る
と
、
そ
の
直
後
に
書
か
れ
た
「
夏
冬
二
季
御
卜
之
式
、

始
起
此
時
」
と
い
う
記
事
も
、
何
ら
か
の
古
い
記
事
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
」
と
し
て
安
江
氏
の
説
を
補
強
し
た（

（
（

。
ま
た
考
古
学
的
に
は
神

澤
勇
一
氏
の
卜
骨
・
卜
甲
の
分
析
に
よ
り
、
亀
卜
技
法
と
卜
骨
第
Ⅴ
形
式
（
＝
卜
骨
・
卜
甲
に
対
し
て
切
削
に
よ
る
整
形
と
長
方
形
の
鑚
（
片
面
）
を
施
し
、

そ
の
内
面
に
焼
灼
を
加
え
る
形
式
）
が
古
墳
時
代
後
期
の
六
世
紀
後
半
に
は
日
本
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
ま
た
笹
生
衛
氏
の
指
摘

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
『
日
本
書
紀
』
の
記
述
と
も
対
応
し
て
い
て
、「
六
世
紀
前
半
の
継
体
朝
に
易
経
を
講
ず
る
五
経
博
士
が
百
済
か
ら
来
日
」
し
て
お
り
「
六

世
紀
前
半
の
欽
明
朝
に
は
百
済
の
易
博
士
が
定
期
的
に
大
和
王
権
内
に
上
番
し
、
新
た
に
卜
書
が
将
来
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う（

（
（

。
つ
ま
り
『
古
語
拾
遺
』
の
示

す
白
雉
（
白
鳳
）
四
年
の
「
夏
冬
二
季
御
卜
」
は
、
そ
れ
が
御
体
御
卜
で
あ
る
か
否
か
は
定
か
で
な
い
に
せ
よ
、
考
古
学
的
に
み
る
と
そ
の
技
術
面
か
ら
は
十

分
に
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
小
倉
慈
司
氏
は
近
年
、
こ
の
よ
う
な
御
体
御
卜
白
雉
四
年
成
立
説
を
律
令
制
度
史
の
面
か
ら
補
強
さ
れ
た（

（1
（

。
こ
れ
に
よ
る
と
「
御
体
御
卜
の
祭
儀
は
、

天
皇
（
大
王
）
が
評
制
を
施
行
し
全
国
を
直
接
支
配
下
に
置
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
地
に
鎮
座
す
る
神
々
を
祭
り
、
祟
り
を
避
け
る
必
要
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
つ
ま
り
天
皇
が
全
国
を
一
律
に
治
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
そ
の
国
土
に
鎮
座
す
る
神
々
を
祭
る
責
務
を
負
う
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
天
皇
は
神
々
の
祟
り
を
一
手
に
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
天
皇
に
向
け
ら
れ
た
祟
り
を
取
り
こ
ぼ
し
な
く
確

実
に
把
握
し
対
処
す
る
必
要
性
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
逆
に
考
え
る
こ
と
も
出
来
、
小
倉
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
亀
卜
と
い
う
卜
占
方
法
が
、
あ
る
事
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柄
に
対
し
て
合
う
か
否
か
と
い
う
こ
と
を
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
背
後
に
は
後
の
神
名
帳
に
つ
な
が
る
よ
う
な
神
々
の
名
簿
の
存
在
が
必
須
で
あ

り
、
そ
の
前
提
と
し
て
国
土
を
「
評
」
で
把
握
し
統
治
す
る
と
い
う
制
度
施
行
の
実
態
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

小
倉
氏
の
説
は
御
体
御
卜
の
成
立
論
を
進
展
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、『
古
語
拾
遺
』
に
示
さ
れ
た
白
雉
四
年
の
「
夏
冬
二
季
御
卜
」
が
、
必
ず
し
も
直
接
的

に
「
御
体
御
卜
」
そ
の
も
の
を
指
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
何
ら
か
の
関
わ
り
を
有
す
る
、
も
し
く
は
前
身
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　

２　

神
の
祟
り
と
天
皇

　

こ
こ
で
先
述
し
た
安
江
氏
の
「
天
武
天
皇
朱
鳥
元
年
の
記
述
＝
御
体
御
卜
」
説
に
対
す
る
岡
田
氏
の
見
解
を
改
め
て
検
証
し
た
い
。
朱
鳥
元
年
六
月
十
日
に

行
わ
れ
た
卜
い
は
事
後
的
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
後
の
御
体
御
卜
の
形
式
と
は
合
致
し
な
い
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
岡
田
氏
は
天
武
天
皇

に
対
す
る
草
薙
剣
の
祟
り
と
崩
御
を
き
っ
か
け
と
し
て
御
体
御
卜
が
恒
例
行
事
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
察
さ
れ
た
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
白
雉
四
年
の

「
夏
冬
二
季
御
卜
」
は
そ
の
周
期
性
は
想
定
で
き
る
に
し
て
も
未
だ
臨
時
的
も
し
く
は
事
後
的
な
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
た
し
か
に
東
野
氏

は「
孝
徳
朝
の
官
制
は
、た
て
ま
え
と
し
て
官
僚
制
的
な
性
格
を
う
ち
だ
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、た
だ
ち
に
後
の
律
令
官
制
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
」「
時

を
経
ず
し
て
斉
明
朝
頃
に
は
廃
さ
れ
て
し
ま
っ
た（

（1
（

」
と
し
、
岡
田
氏
も
こ
れ
を
受
け
て
「
祠
官
頭
」
と
は
「
孝
徳
朝
の
一
時
期
に
お
け
る
天
皇
直
轄
に
な
る
特

別
の
権
限
を
も
っ
た
職
掌（

（1
（

」
で
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
と
き
始
め
ら
れ
た
「
夏
冬
二
季
御
卜
」
も
ま
た
同
様
に
臨
時
的
な
も
の
で
あ
っ
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
天
武
天
皇
の
崩
御
を
き
っ
か
け
に
恒
例
行
事
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
理
解
し
得
る
背
景
に
は
、
孝
徳
天
皇
か
ら
天
武

天
皇
ま
で
の
数
代
の
天
皇
の
崩
御
と
神
の
祟
り
と
に
何
ら
か
の
因
果
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

天
皇
の
崩
御
と
祟
り
の
関
係
と
言
え
ば
、
ま
ず
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
が
仲
哀
天
皇
で
あ
る
。
仲
哀
天
皇
八
年
九
月
、
熊
襲
征
伐
を
計
画
し
て
い
た
天
皇
に
対

し
て
神
が
託
宣
を
下
す
が
、
天
皇
は
こ
れ
を
疑
っ
て
信
じ
ず
、
翌
九
年
二
月
に
崩
御
し
て
し
ま
う
。『
日
本
書
紀
』
は
こ
れ
に
つ
い
て
「
不
レ
用
神
言
一
、
而
早
崩
」

と
し
、
天
皇
が
神
の
教
え
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
仲
哀
天
皇
の
例
は
伝
承
的
な
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
記
紀
編

纂
時
に
神
の
祟
り
に
よ
っ
て
天
皇
の
生
命
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
の
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

孝
徳
天
皇
か
ら
天
武
天
皇
ま
で
の
四
代
の
う
ち
、
神
の
祟
り
・
怒
り
を
受
け
た
と
の
明
確
な
記
述
が
あ
る
の
は
斉
明
・
天
武
の
両
天
皇
で
あ
る
。
斉
明
天
皇
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の
場
合
、
斉
明
天
皇
七
年
（
六
六
一
）
五
月
、
筑
前
国
に
朝
倉
宮
を
造
営
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
用
材
と
し
て
朝
倉
社
の
神
木
を
伐
採
し
た
た
め
、
神
の
怒
り

を
受
け
て
殿
舎
が
壊
れ
、ま
た
宮
中
に
鬼
火
が
出
現
す
る
と
い
う
怪
異
が
あ
っ
た
。天
皇
は
そ
の
間
も
な
く
同
年
七
月
二
十
四
日
に
崩
御
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
天
武
天
皇
の
場
合
は
、先
述
の
通
り
朱
鳥
元
年（
六
八
六
）五
月
二
十
四
日
に
病
に
罹
り
、六
月
十
日
に
こ
れ
を
卜
っ
た
と
こ
ろ
、天
智
天
皇
七
年（
六
六
八
）

に
盗
難
未
遂
に
遭
っ
て
以
来
、
宮
中
に
置
か
れ
て
い
た
草
薙
剣
の
祟
り
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
後
、
天
皇
の
病
気
平
癒
の
た
め
様
々
な
対
策
が
講
じ

ら
れ
る
が
、
そ
の
甲
斐
な
く
同
年
九
月
九
日
に
天
皇
は
崩
御
し
て
し
ま
う
。
両
天
皇
と
も
仲
哀
天
皇
の
よ
う
な
祟
り
に
よ
る
崩
御
と
の
直
接
的
な
記
述
は
な
い

に
し
て
も
、
そ
の
前
後
関
係
か
ら
し
て
も
神
の
祟
り
が
天
皇
に
及
ん
だ
結
果
の
崩
御
で
あ
る
と
理
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
孝
徳
天
皇
は
『
日
本
書
紀
』
の
即
位
前
紀
に
「
尊
二
仏
法
一
、
軽
二
神
道
一
、〈
斮
二
生
国
魂
社
樹
一
之
類
、
是
也
、〉」
と
あ
る
よ
う
に
、
神
道
を
軽
ん
じ

て
生
国
魂
社
の
神
木
を
伐
採
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
斉
明
天
皇
と
同
様
に
難
波
宮
造
営
の
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り（

（1
（

、
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ

ば
孝
徳
天
皇
も
斉
明
天
皇
の
よ
う
に
何
ら
か
の
祟
り
を
受
け
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
天
智
天
皇
の
場
合
、
天
智
天
皇
十
年
十
二
月
三
日
に
崩
御
す
る
直
前
の

十
一
月
二
十
四
日
に
大
蔵
省
に
て
火
災
が
発
生
し
て
い
る
。
古
代
に
お
い
て
火
災
は
最
も
恐
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ

ば
、
神
の
祟
り
と
認
識
さ
れ
て
、
天
智
天
皇
に
及
ん
だ
と
理
解
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
孝
徳
・
天
智
天
皇
の
例
は
類
推
で
あ
る
に
し
て
も
、
斉
明
・
天
武
天
皇
の
例
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
に
続
く
持
統
天
皇
に
と
っ
て
は
そ

の
夫
・
父
・
祖
母
ら
が
立
て
続
け
に
神
の
祟
り
を
受
け
て
崩
御
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
持
統
天
皇
が
こ
れ
を
畏
れ
、
神
祟
り
を
予
見
し
て
対
処
す
る
た
め

に
御
体
御
卜
を
恒
例
行
事
と
し
て
制
度
化
し
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
孝
徳
天
皇
の
時
代
に
評
制
の
確
立
に
よ
っ
て
天

皇
が
全
国
の
神
々
か
ら
祟
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
祟
り
を
定
期
的
に
把
握
す
る
た
め
に
後
の
御
体
御
卜
に
つ
な
が
る
「
夏
冬
二
季
御
卜
」
が
開
始

さ
れ
、
そ
の
後
数
代
の
天
皇
と
神
祟
り
の
関
係
の
反
省
か
ら
、
事
前
に
祟
り
を
予
見
す
る
御
体
御
卜
が
定
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

三
、
御
体
御
卜
の
対
象
と
内
容

　

御
体
御
卜
の
淵
源
が
孝
徳
朝
の
「
夏
冬
二
季
御
卜
」
に
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
そ
の
後
の
御
体
御
卜
の
変
遷
の
流
れ
を
考
察
す
る
前
に
、
本
章
で
は
御
体
御
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卜
が
何
を
対
象
と
し
て
卜
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
と
す
る
。
そ
こ
で
先
述
の
『
朝
野
群
載
』
所
収
の
承
暦
四
年
六
月
十
日
付
の
奏
文
を
精
読
し
、

そ
の
内
容
を
『
新
撰
亀
相
記
』
や
『
宮
主
秘
事
口
伝
』
の
記
述
と
比
較
・
検
討
し
て
み
た
い
。
以
下
に
奏
文
の
前
文
を
示
す
（
文
中
の
斜
線
や
傍
線
及
び
番
号

は
便
宜
上
筆
者
が
付
し
た
）。

　
　

神
祇
官
謹
奏

　
　

�

天
皇
我
御
体
御
卜
尓
、
率
二
卜
部
等
一
天
、
太
兆
尓
卜
供
奉
留
状
奏
、
③
親
王
諸
王
諸
臣
百
官
人
等
、
⑤
四
方
国

乃
賓
客
之
政
、
④
風
吹
雨
零
旱
事
聞
食

テ
、
抑4

放
置

4

4

天4

問
給

部
良
久
、
①
自
二
来
七
月
一
至
二
于
十
二
月
一
、
御
在
所
平

気
久

御
坐

夜
止
、
供
奉
須
留
御
卜
火
数
、

こ
の
奏
文
前
文
と
『
新
撰
亀
相
記
』『
宮
主
秘
事
口
伝
』
に
示
さ
れ
た
五
本
の
平
兆
竹
の
内
容
と
を
比
較
す
る
。
平
兆
竹
の
文
言
は
調
製
段
階
で
宮
主
に
よ
っ

て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
途
中
の
斜
線
は
刻
み
目
を
表
す
）。

　
　

①　

天
皇
自
二
来
七
月
一
至
二
于　

／　

十
二
月
一
平
安
御
坐
哉　

／　
　

一（
（1
（

　
　

②　

神
祇
官
仕
奉
諸
祭　

／　

者
無
二
落
‐
一
漏
供
奉
莫
レ
祟　

／　
　

二

　
　

③　

供
奉
親
王
諸
臣
百　

／　

官
人
等
事
聞
食
者
莫
レ
祟　

／　
　

三

　
　

④　

風
吹
雨
降
旱
事　

／　

聞
食
者
莫
レ
祟　

／　
　

四

　
　

⑤　

諸
蕃
賓
客
入
朝　

／　

聞
食
者
莫
レ
祟　

／　
　

五

　

こ
れ
ら
の
平
兆
竹
は
そ
れ
ぞ
れ
奏
文
前
文
の
傍
線
部
と
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、一
本
一
本
を
よ
く
見
て
み
る
と
、こ
れ
ら
は「
天
皇
の
平
安
」「
神

祇
官
の
諸
祭
の
奉
仕
」「
親
王
諸
王
諸
臣
百
官
の
供
奉
」「
風
雨
旱
の
事
」「
諸
蕃
賓
客
の
入
朝
」
と
い
う
五
つ
の
項
目
に
つ
い
て
単
に
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
表
現
自
体
に
若
干
の
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
は
①
の
み
「
～
哉
」
と
疑
問
形
で
結
ぶ
の
に
対
し
て
、
そ
の
他
の
四
本
は
「
～
莫
レ
祟
」

と
否
定
形
で
結
ん
で
い
る
こ
と
。
次
に
③
④
⑤
に
は
「
聞
食
者
」
と
の
文
言
が
入
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
①
②
に
は
そ
れ
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
奏
文
に
落
と
し
込
ん
で
理
解
を
試
み
よ
う
。
③
④
⑤
に
相
当
す
る
部
分
は
奏
文
で
は
「
聞
食
テ
」
で
ひ
と
ま
と
め
に
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
「
抑
放

置
天
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
国
史
大
系
本
が
「
抑
放
置
」
と
す
る
の
に
対
し
て
『
宮
主
秘
事
口
伝
』
の
「
奏
書
書
様
」
の
同
様
の
箇
所
は
「
折
放
置
」

と
表
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
一
日
か
ら
九
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
卜
占
の
際
に
中
臣
が
平
兆
竹
を
折
る
と
い
う
作
法
が
あ
っ
た
こ
と
に
即
し
て
考
え
る
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な
ら
ば
、
前
者
は
誤
表
記
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
つ
ま
り
③
④
⑤
の
内
容
に
つ
い
て
は
平
兆
竹
が
折
ら
れ
た
ま
ま
で
放
置
さ
れ
、
こ
の
後
に
「
問
給
部
良
久
」

と
い
う
文
言
と
①
が
続
く
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、こ
の
承
暦
年
間
の
御
体
御
卜
で
実
際
に
卜
わ
れ
た
の
は
①
の
天
皇
の
平
安
に
つ
い
て
の
み
で
あ
っ
て
、

③
④
⑤
に
つ
い
て
は
卜
わ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
も
③
④
⑤
が
残
り
二
本
の
記
述
と
異
な
り
「
聞
こ
し
食
せ
ば
祟
り
莫
し
」
と
結
ば

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
天
皇
が
日
頃
か
ら
臣
下
や
天
候
、
そ
し
て
外
交
な
ど
に
つ
い
て
確
か
に
聞
き
入
れ
把
握
し
、
こ
れ
を
治
め
て
い
れ
ば
、

こ
れ
ら
に
関
す
る
祟
り
は
起
こ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
そ
れ
が
（
現
実
は
ど
う
で
あ
る
に
せ
よ
）
確

か
に
「
聞
こ
し
食
」
さ
れ
て
治
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
③
④
⑤
の
平
兆
竹
は
卜
占
の
舞
台
に
上
が
る
こ
と
な
く
折
ら
れ
た
ま
ま
で
放
置
さ
れ
、
①
の
み
が
実
際

に
卜
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。『
宮
主
秘
事
口
伝
』
の
記
述
を
み
る
と
、
①
の
卜
問
に
よ
り
向
こ
う
半
年
間
に
天
皇
に
祟
り
を
為
す
も
の
が
あ
る
と

わ
か
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
次
々
と
展
開
し
て
祟
り
の
具
体
的
な
主
体
と
そ
の
原
因
と
な
っ
た
責
任
者
な
ど
を
究
明
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

で
は
②
③
④
⑤
ま
で
の
四
本
の
平
兆
竹
が
存
在
す
る
理
由
は
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
井
上
亘
氏
は
こ
れ
ら
四
本
の
内
容
に
つ
い
て
も
、

本
来
は
「
下
位
の
推
問
の
選
択
肢
が
あ
っ
て
、
卜
兆
の
合
不
合
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
祟
り
を
特
定
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
し
、「
御
体
御
卜
は
も
と
も

と
天
皇
の
身
体
を
め
ぐ
る
世
界
全
体
を
対
象
と
し
た
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
う
ら
な
い
で
あ
っ
た
」
と
し
た（

（1
（

。
ま
た
小
坂
眞
二
氏
も
同
様
に
四
本
の
平
兆
竹
に

つ
い
て
「
当
初
か
ら
卜
申
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
と
、
い
ず
れ
か
の
時
点
で
卜
申
さ
れ
な
く
な
っ
た
可
能
性
と
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
し

か
し
小
坂
氏
の
い
う
前
者
の
よ
う
に
当
初
か
ら
そ
れ
が
卜
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
平
兆
竹
に
前
述
の
よ
う
な
文
言
が
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
が

あ
る
以
上
、
御
体
御
卜
は
天
皇
の
玉
体
の
平
安
を
単
な
る
定
期
健
診
の
よ
う
に
卜
う
た
め
の
も
の
な
ど
で
は
な
く
、
よ
り
大
き
く
国
家
全
体
に
接
続
す
る
媒
介

と
し
て
の
天
皇
の
姿
を
、
少
な
く
と
も
理
念
と
し
て
は
持
っ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
平
兆
竹
と
同
じ
く
準
備
さ
れ
た
一
本
の
「
丸
兆
竹
」
と
呼
ば
れ
る
道
具
に
注
目
し
た
い
。
平
兆
竹
に
は
前
述
の
よ
う
な
文
言
が
付
さ
れ
て
い
た
が
、

丸
兆
竹
は
似
た
よ
う
な
形
状
な
が
ら
何
も
書
か
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
卜
占
の
際
に
中
臣
に
折
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
た
だ
卜
占
の
場
に
立
て
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
こ
の
丸
兆
竹
に
つ
い
て
『
宮
主
秘
事
口
伝
』
は
そ
の
図
を
示
し
、
そ
の
横
に
「
准
二
御
体
一
兆
竹
也
」
と
の
注
を
付
し
、
ま
た
『
新
撰
亀
相
記
』
供

奉
御
体
御
卜
之
方
条
で
も
「
丸
竹
一
隻
〈
長
八
寸
、
不
レ
差
レ
節
、
以
擬
二
御
体
一
、〉」
と
あ
る
。
つ
ま
り
丸
兆
竹
と
は
即
ち
天
皇
の
玉
体
そ
の
も
の
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
丸
兆
竹
が
特
に
何
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
の
に
、
さ
も
意
味
あ
り
気
に
象
徴
的
に
立
て
ら
れ
た
の
も
こ
れ
に
起
因
す
る
の
で
あ
っ
た
。
天
皇
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の
玉
体
を
示
す
丸
兆
竹
が
折
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
の
も
当
然
で
あ
り
、
五
本
の
平
兆
竹
の
要
素
が
示
す
世
界
観
と
接
続
し
、
ま
た
こ
れ
ら
を
内
包
す
る
と
い
う

意
味
で
の
玉
体
（
＝
丸
兆
竹
）
と
い
う
想
定
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

四
、
御
体
御
卜
の
変
遷

　

そ
れ
で
は
こ
こ
で
御
体
御
卜
の
時
代
ご
と
の
変
遷
を
大
ま
か
に
確
認
し
た
い
。
ま
ず
御
体
御
卜
の
前
身
と
考
え
ら
れ
る
孝
徳
天
皇
白
雉
四
年
に
開
始
さ
れ
た

「
夏
冬
二
季
御
卜
」
で
あ
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
六
世
紀
半
ば
に
亀
卜
の
技
術
が
日
本
に
導
入
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

ま
た
そ
も
そ
も
天
皇
（
大
王
）
の
諸
々
の
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
都
度
単
発
の
卜
占
が
亀
卜
の
み
な
ら
ず
様
々
な
方
法
で
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
く
、
白
雉
四
年
に
な
っ
て
こ
れ
が
年
に
二
度
定
期
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
数
代
の
天
皇
が
神
の
祟
り
に
脅
か
さ

れ
、
朱
鳥
元
年
に
天
武
天
皇
が
祟
り
に
よ
っ
て
崩
御
し
て
し
ま
う
と
い
う
一
大
事
件
を
通
し
て
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
持
統
朝
頃
か
ら

祟
り
を
周
期
的
に
予
見
す
る
恒
例
行
事
と
し
て
の
御
体
御
卜
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
か
ら
約
九
十
年
後
の
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
段
階
に
は
明
確
に
「
御
体
御
卜
」
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
間
に
亀
卜
を
行
う
卜
部
の
中
で
も

特
に
天
皇
の
玉
体
に
近
侍
し
た
大
宮
主
が
、
慶
雲
元
年
（
七
〇
四
）
に
長
上
官
と
な
り
、
さ
ら
に
養
老
三
年
（
七
一
九
）
に
把
笏
を
許
さ
れ
る
な
ど
着
実
に
地

位
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
宮
主
が
御
体
御
卜
を
主
導
し
て
行
っ
た
こ
と
と
の
関
連
が
指
摘
で
き
よ
う
。
こ
の
宝
亀
三
年
正
月
十
三
日
付
太
政
官
符
は

御
体
御
卜
の
明
確
な
初
見
記
事
で
は
あ
る
が
、
そ
の
細
部
ま
で
見
て
み
る
と
第
一
章
で
述
べ
た
御
体
御
卜
の
流
れ
と
は
若
干
体
裁
が
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
に
気
付
く
。
こ
の
官
符
は
第
一
章
で
示
し
た
文
書
処
理
上
の
流
れ
の
う
ち
（
Ⅲ
）
と
同
系
統
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
『
類
聚
符
宣
抄
』
巻

第
一
の
天
暦
六
年
十
二
月
十
日
付
の
太
政
官
符
や
そ
の
他
の
文
書
と
比
較
し
て
み
た
い
。
す
る
と
第
一
に
祟
る
神
が
『
朝
野
群
載
』
所
収
の
奏
文
に
見
ら
れ
る

よ
う
な
多
く
の
祟
り
の
列
挙
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
山
背
国
の
二
座
の
神
だ
け
と
極
め
て
少
な
い
こ
と
。
第
二
に
そ
の
神
々
へ
の
対
処
方
法
が
祓
使
の
発
遣

で
は
な
く
神
田
や
神
戸
・
幣
帛
の
奉
献
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
第
三
に
官
符
の
発
給
月
日
が
奏
上
日
と
同
日
で
は
な
く
年
を
ま
た
い
だ
翌
月
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
、
と
い
っ
た
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
小
坂
氏
は
「
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
政
務
手
続
き
が
完
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
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で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
別
系
統
の
も
の
と
い
う
解
釈
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。」
と
詳
述
を
避
け
て
い
る
。
一
方
で
井
上
氏
は
、「
こ
れ
が
宝
亀
二
年
十
二
月
の
御

卜
の
す
べ
て
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
む
し
ろ
個
別
の
祟
り
に
対
処
す
る
も
の
と
み
る
」
べ
き
と
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
宝
亀
と
天
暦
の

間
の
隔
た
り
は
、
御
体
御
卜
の
奏
上
が
、
天
皇
が
紫
宸
殿
に
出
御
し
て
行
わ
れ
る
形
式
か
ら
不
出
御
で
左
近
陣
を
経
由
し
て
行
う
形
式
に
な
っ
た
こ
と
に
起
因

す
る
と
み
て
い
る
。
と
い
う
の
も
第
二
章
で
示
し
た
『
三
代
実
録
』
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
十
二
月
十
日
条
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
承
和
年
間
（
八
三
四
～

八
四
八
）
の
あ
る
段
階
か
ら
既
に
御
体
御
卜
奏
上
儀
へ
の
天
皇
出
御
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

井
上
氏
は
神
祇
官
の
中
臣
官
が
天
皇
の
出
御
す
る
紫
宸
殿
に
上
が
り
天
皇
へ
直
接
奏
上
を
行
っ
た
承
和
以
前
に
は
、
大
臣
も
そ
こ
に
同
席
し
て
中
臣
官
の
読

奏
す
る
奏
文
を
逐
一
確
認
し
、
ま
た
中
臣
官
と
と
も
に
勅
許
を
受
け
た
た
め
（
Ⅰ
）
と
同
じ
内
容
を
記
す
（
Ⅱ
）
の
応
永
十
六
年
解
文
の
よ
う
な
文
書
は
必
要

な
か
っ
た
と
す
る
。
そ
の
代
わ
り
に
神
祇
官
は
個
別
の
祟
り
に
対
処
す
る
解
文
を
作
成
し
て（

（1
（

、
こ
れ
に
対
し
て
そ
の
奉
行
を
命
ず
る
「
宝
亀
三
年
正
月
十
三
日

太
政
官
符
」
の
よ
う
な
官
符
を
得
た
。
さ
ら
に
「
承
和
以
前
に
は
、
宝
亀
三
年
官
符
と
同
様
の
文
書
が
、
対
処
す
べ
き
祟
り
の
数
だ
け
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
想

定
」
で
き
る
と
す
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
述
べ
て
お
ら
ず
、
ま
た
こ
の
頃
の
対
処
方
法
が
祓
使
発
遣
で
な
く
神
田
・
神
戸
等
の
奉
献
で
あ
る
こ
と
の
理

由
も
述
べ
て
は
い
な
い
が
、
本
官
符
の
発
給
が
正
月
十
三
日
と
な
っ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
神
田
や
神
戸
の
手
配
に
時
間
を
要
し
た
た
め
と
し
て
い
る
。
一
方
、

承
和
以
降
に
天
皇
が
紫
宸
殿
に
出
御
し
な
く
な
る
と
、
神
祇
官
の
作
成
し
た
奏
文
は
中
臣
官
に
読
み
上
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
左
近
衛
陣
を
経
由
し
て
内
侍
、

も
し
く
は
蔵
人
を
介
し
て
天
皇
に
奏
上
さ
れ
る
と
い
う
形
式
に
な
る
。
こ
の
と
き
太
政
官
が
天
皇
出
御
時
の
紫
宸
殿
で
の
よ
う
に
そ
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と

が
な
い
た
め
、神
祇
官
は
応
永
十
六
年
解
文
の
よ
う
な
す
べ
て
の
祟
り
を
ま
と
め
て
記
載
し
た
も
の
を
太
政
官
に
提
出
し
た
の
で
あ
る
。こ
れ
は
本
解
文
に「
奏

聞
既
訖
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

　

そ
こ
で
井
上
氏
の
説
に
従
い
、
宝
亀
三
年
正
月
十
三
日
太
政
官
符
と
そ
の
後
の
御
体
御
卜
の
文
書
と
の
違
い
の
理
由
を
推
測
し
て
み
よ
う
。
宝
亀
年
間
に
は

御
体
御
卜
で
祟
る
恐
れ
あ
り
と
し
て
卜
合
さ
れ
る
対
象
の
神
々
が
『
朝
野
群
載
』
所
収
の
奏
文
が
作
成
さ
れ
た
頃
よ
り
も
少
な
く
、
そ
の
た
め
に
解
文
や
官
符

も
諸
国
ご
と
に
個
別
に
作
成
で
き
た
と
考
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
小
倉
慈
司
氏
も
「
官
社
が
『
延
喜
式
』
巻
九
・
十
に
記
さ
れ
る
よ
う
な
数
に
達
し
た
の
は

九
世
紀
後
半
の
貞
観
年
間
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
八
世
紀
段
階
の
官
社
数
は
そ
れ
よ
り
も
か
な
り
少
な
か
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。」
と
し
て
い
る（

（1
（

。
ま

た
祟
り
へ
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
は
、そ
の
主
体
が
少
な
い
た
め
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
に
神
田
や
神
戸
を
奉
献
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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こ
れ
は
あ
く
ま
で
憶
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
や
が
て
卜
合
さ
れ
る
神
々
の
数
が
災
害
や
天
変
地
異
の
増
加
な
ど
様
々
な
理
由
に
よ
り
承
暦
・
康
和
の
奏
文
に
記
載

さ
れ
た
祟
り
の
数
に
ま
で
増
加
し
て
（
伊
勢
神
宮
を
除
い
て
、
承
暦
：
十
五
ヶ
国
四
十
六
座
、
康
和
：
十
二
ヶ
国
四
十
五
座
）、
奏
上
も
承
和
以
降
に
左
近
陣

を
経
由
す
る
形
式
に
な
る
と
、
奏
文
と
同
じ
内
容
で
全
て
の
祟
り
の
主
体
を
一
通
の
文
書
と
し
て
ま
と
め
た
陣
解
文
を
提
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
そ
れ

ら
全
て
の
対
象
に
神
田
（
土
地
）
や
神
戸
（
人
）
を
充
て
る
こ
と
が
物
理
的
に
も
不
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
諸
国
に
祓
使
を
発
遣
し
祓
を
行
う
こ
と
で
済

ま
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
前
提
に
は
『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
の
延
暦
二
十
年
（
八
〇
一
）
五
月
十
四
日
太
政
官
符
で
定
め
ら
れ
た
よ

う
な
罪
ご
と
に
応
じ
た
祓
の
階
級
の
規
定
が
関
係
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

井
上
氏
に
よ
れ
ば
、
御
体
御
卜
は
本
来
天
皇
の
玉
体
の
接
続
す
る
世
界
全
体
を
対
象
と
す
る
規
模
の
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、

こ
れ
は
果
た
し
て
成
立
当
初
か
ら
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
人
々
の
思
考
の
対
象
と
な
る
範
囲
が
自
分
を
中
心
と
し
て
段
階
的
に
拡
大
・
発
展
し
て
い
く

で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
考
え
て
み
て
も
、
恐
ら
く
成
立
当
初
の
御
体
御
卜
（
も
し
く
は
そ
の
前
身
）
は
天
皇
の
玉
体
に
か
か
る
祟
り
の
み
を
対
象
に
し
た
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
御
体
御
卜
」
を
「
お
ほ
み
ま
」
即
ち
「（
天
皇
の
）
大
御
身
」
に
つ
い
て
の
卜
い
と
訓
じ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
こ
れ

が
い
ず
れ
か
の
段
階
で
天
皇
と
国
家
が
あ
る
種
一
体
で
あ
る
よ
う
な
考
え
方
が
進
み
、
天
皇
へ
の
神
の
祟
り
が
国
家
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
と
い
う

認
識
が
起
こ
る
に
つ
れ
て
、
御
体
御
卜
の
対
象
が
天
皇
個
人
か
ら
国
家
全
体
に
拡
大
し
た
の
だ
ろ
う
。
で
は
こ
の
よ
う
な
規
模
の
拡
大
は
い
つ
頃
起
こ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
未
だ
確
か
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
た
め
詳
述
を
避
け
る
こ
と
と
す
る
が
、
小
坂
氏
は
「
奈
良
時
代
に
は
天
皇
と
伊
勢
神
宮
を
み
る

段
階
か
ら
全
国
規
模
の
諸
社
を
み
る
段
階
に
発
達
」
し
て
、
桓
武
朝
に
な
っ
て
平
兆
竹
が
用
意
さ
れ
た
と
し
、
ま
た
西
本
昌
弘
氏
は
「「
諸
蕃
賓
客
入
朝
」
に

関
わ
る
祟
り
と
い
う
の
は
、
外
国
使
節
が
さ
か
ん
に
来
朝
し
た
七
～
九
世
紀
で
な
け
れ
ば
問
題
に
な
ら
な
い（

（1
（

」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
先
述
の
よ
う
に
御
体
御

卜
が
か
く
も
大
規
模
に
行
わ
れ
た
と
い
う
の
は
、あ
く
ま
で
奏
文
の
表
記
か
ら
の
推
察
で
あ
り
、そ
れ
が
実
際
に
行
わ
れ
た
と
い
う
史
料
は
現
存
し
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
こ
こ
で
は
実
際
に
行
わ
れ
た
か
否
か
は
ど
う
で
あ
れ
、
五
本
の
平
兆
竹
の
存
在
を
鑑
み
、
御
体
御
卜
が
少
な
く
と
も
理
念
と
し
て
は
天
皇
を
中
心
と

し
た
世
界
全
体
を
対
象
と
し
て
い
た
と
し
た
い
。

　

平
城
天
皇
の
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
に
な
る
と
、
平
城
天
皇
に
よ
っ
て
御
体
御
卜
の
火
数
、
即
ち
卜
占
の
回
数
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
起
こ

る
。
こ
れ
は
御
体
御
卜
の
実
施
規
模
の
縮
小
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、『
新
撰
亀
相
記
』
供
奉
六
月
十
二
月
御
体
御
卜
火
数
事
条
に
は
「
惣
四
十
八
火
〈
吉
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哉
廿
四
火
、
凶
哉
廿
四
火
、〉
去
延
暦
以
前
所
レ
灼
吉
哉
八
十
火
、
凶
哉
八
十
火
、
惣
一
百
六
十
火
、　

神
祇
大
副
従
五
位
上
大
中
臣
朝
臣
智
治
麿
、
大
同
元

年
奉
二
楊
梅
天
皇　

詔
一
〈
平
城
天
皇
也
、
楊
梅
者
山
陵
、〉
為
二
四
十
八
火
一
、」
と
あ
り
、
確
か
に
延
暦
以
前
の
計
百
六
十
火
か
ら
五
分
の
一
の
計
四
十
八
火

ま
で
削
減
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
官
庁
の
統
廃
合
や
年
中
行
事
の
停
止
な
ど
政
治
の
立
て
直
し
を
意
欲
的
に
行
っ
た
平
城
天
皇
に
は
考
え
得
る
こ
と
で
あ
る
。

井
上
氏
は
御
体
御
卜
が
天
皇
を
中
心
と
す
る
世
界
全
体
を
対
象
と
し
た
大
規
模
な
も
の
か
ら
、
天
皇
の
玉
体
の
平
安
を
探
る
平
兆
竹
一
本
に
卜
問
が
収
斂
し
た

と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
火
数
削
減
と
同
時
期
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
し
か
し
大
規
模
な
御
体
御
卜
が
平
兆
竹
の
記
述
だ
け
に
留
ま
る
も
の
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
実

際
に
行
わ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
理
念
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
平
城
天
皇
が
御
体
御
卜
の
実
態
に
則
し
て
火
数
を
削
減
し
た
妥
当
な
改

革
で
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
る（

（2
（

。

　

続
く
嵯
峨
天
皇
の
弘
仁
年
間
（
八
一
〇
～
八
二
四
）
に
な
る
と
、
大
同
年
間
以
前
に
十
一
日
に
行
わ
れ
て
い
た
奏
上
儀
が
十
日
に
変
更
に
な
る
（
同
じ
く
『
新

撰
亀
相
記
』
に
「
大
同
以
前
、
十
一
日
奏
レ
之
、
而
今
、
十
日
奏
レ
之
、」
と
あ
る
）。
こ
れ
が
『
本
朝
月
令
』
所
引
の
「
弘
仁
式
」
逸
文
記
載
の
規
定
と
な
り
、

そ
の
ま
ま
後
の
『
貞
観
儀
式
』
や
『
延
喜
式
』
に
つ
な
が
る
形
式
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
御
体
御
卜
が
現
在
も
『
延
喜
式
』
な
ど
で
確
認
で
き
る
形
式
へ
と
一
応

の
完
成
を
見
た
の
は
、
弘
仁
年
間
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
他
の
年
中
行
事
・
儀
式
の
成
立
と
も
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。

　

そ
の
後
、
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
に
『
新
撰
亀
相
記
』
が
卜
部
遠
継
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
。
笹
生
氏
は
こ
れ
を
卜
部
の
地
位
向
上
及
び
亀
卜
の
権
威
づ
け

と
関
連
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
よ
う
に
卜
部
が
徐
々
に
地
位
を
向
上
さ
せ
る
中
に
あ
っ
て
、
承
和
年
間
に
は
卜
部
平
麻
呂
が
遣
唐
使
と
と
も
に
入
唐
を
果
た
し
て

い
る
が
、
岡
田
莊
司
氏
は
こ
の
人
物
を
亀
卜
道
宗
家
と
な
る
卜
部
氏
の
発
展
の
基
礎
を
築
い
た
人
物
と
考
察
さ
れ
た（

（2
（

。
さ
ら
に
承
和
年
間
は
先
述
の
通
り
、
御

体
御
卜
奏
上
儀
に
天
皇
が
出
御
し
な
く
な
っ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
本
奏
上
儀
は
神
祇
官
の
中
臣
官
に
と
っ
て
唯
一
、
紫
宸

殿
に
昇
殿
し
天
皇
の
御
前
で
奏
上
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
大
き
な
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
こ
と
の
で
き
る
場
で
あ
り
、
不
出
御
に
よ
っ
て
そ
れ
が
行
わ
れ

な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
相
対
的
に
卜
部
の
地
位
向
上
へ
と
つ
な
が
っ
た
可
能
性
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
の
御
体
御
卜
に
つ
い
て
は
制
度
上
の
大
き
な
変
遷
は
あ
ま
り
見
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
が
、
先
述
の
天
暦
六
年
（
九
五
二
）
の
太
政
官
符
に
明

ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
時
ま
で
に
祟
り
を
為
す
主
体
と
し
て
陰
陽
道
的
要
素
が
導
入
さ
れ
て
い
た
。
時
代
が
か
な
り
下
っ
て
康
安
二
年
（
一
三
六
一
）
に
成
立

し
た
『
宮
主
秘
事
口
伝
』
に
は
、
そ
の
祟
り
の
種
類
と
し
て
土
公
祟
・
水
神
祟
・
行
幸
祟
・
御
膳
過
祟
・
竈
神
祟
・
北
辰
祟
・
鬼
気
祟
・
御
身
過
祟
・
神
祟
・
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霊
気
祟
の
十
種
類
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
実
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
富
に
祟
り
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
こ
の
『
宮
主
秘
事
口

伝
』
の
記
述
に
よ
る
と
、
御
体
御
卜
の
結
果
が
卜
占
を
行
う
宮
主
や
卜
部
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
口
伝
の
約
束
に
よ
っ
て
、
あ
る
意
味
恣
意
的
に
操
作
さ
れ
て
お

り
、
既
に
実
質
的
な
卜
占
の
機
能
を
失
っ
た
文
字
通
り
の
形
式
的
な
年
中
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
人
々
の
祟
り
に
対
す
る
意
識

に
何
ら
か
の
変
容
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
御
体
御
卜
は
応
仁
の
乱
以
降
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
ま
ま
、
遂
に
は
復
興

さ
れ
る
こ
と
な
く
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
各
時
代
の
史
料
を
改
め
て
年
代
順
に
整
理
し
て
御
体
御
卜
の
変
遷
を
概
観
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
御
体
御
卜
は
そ
の
時
々
で
意
味
合
い
を
微
妙
に

変
容
さ
せ
な
が
ら
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
御
体
御
卜
が
天
皇
と
国
家
と
の
関
わ
り
の
中
で
非
常
に
大
規
模
な
も
の
と
し
て
行
わ
れ
た
可
能
性
が

あ
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
論
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
も
検
討
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
論
で
は
御
体
御
卜
の
成
立
と
変
遷
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
最
後
に
そ
の
要
点
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

◎�

御
体
御
卜
の
最
も
重
要
な
性
格
は
、
天
皇
の
玉
体
及
び
御
在
所
が
、
向
こ
う
半
年
間
祟
り
に
見
舞
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
毎
年
六
月
と

十
二
月
に
周
期
的
に
予
見
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
祟
り
あ
り
と
さ
れ
た
場
合
、
さ
ら
に
そ
の
主
体
と
な
る
神
や
原
因
と
な
る
人
々
を
探
り
、
結
果
を
天

皇
に
奏
上
し
て
、
神
祇
官
と
太
政
官
の
文
書
の
手
続
き
の
末
に
各
所
に
祓
使
が
派
遣
さ
れ
た
。

◎�

従
来
の
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、『
古
語
拾
遺
』
孝
徳
天
皇
白
雉
四
年
（
六
五
三
）
の
「
夏
冬
二
季
御
卜
」
の
記
述
を
以
て
御
体
御
卜
の
成
立
と
さ
れ
て
い

る
が
、「
祠
官
頭
」
が
一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
と
き
開
始
さ
れ
た
御
卜
も
臨
時
的
か
つ
事
後
的
な
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が

あ
る
。

◎�

「
夏
冬
二
季
御
卜
」
は
御
体
御
卜
の
前
身
で
あ
り
、
孝
徳
～
天
武
天
皇
ま
で
の
四
代
の
天
皇
が
神
の
祟
り
を
受
け
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
に
よ
っ
て
崩
御

し
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
持
統
朝
頃
に
恐
ろ
し
い
祟
り
を
事
前
に
防
ぐ
策
と
し
て
の
恒
例
の
御
体
御
卜
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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◎�

『
朝
野
群
載
』
所
収
の
御
体
御
卜
奏
文
の
記
述
や
『
新
撰
亀
相
記
』『
宮
主
秘
事
口
伝
』
記
載
の
五
本
の
平
兆
竹
、
ま
た
丸
兆
竹
の
存
在
か
ら
、
御
体
御
卜
が

本
来
は
天
皇
を
中
心
と
す
る
世
界
全
体
を
対
象
と
し
た
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
窺
え
る
。

◎�

そ
の
後
、
御
体
御
卜
は
卜
部
の
地
位
や
天
皇
及
び
そ
の
他
の
人
々
の
祟
り
観
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、
次
第
に
そ
の
規
模
や
内
容
を
変
遷
さ
せ
た
。
特
に

承
和
年
間
の
奏
上
儀
へ
の
天
皇
不
出
御
は
そ
の
後
の
変
遷
に
も
大
き
な
変
化
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　　

今
回
、
七
世
紀
以
降
の
史
料
と
代
表
的
な
先
行
研
究
を
中
心
に
、
そ
の
論
点
や
残
さ
れ
た
課
題
を
整
理
し
て
き
た
が
、
御
体
御
卜
は
依
然
と
し
て
空
白
部
分

が
多
く
、
ま
た
史
料
上
の
制
約
も
多
い
た
め
、
非
常
に
難
解
な
テ
ー
マ
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
古
代
に
お
け
る
天
皇
と
神
の
関
係
、
ま
た
天
皇
と
国
家
の

関
係
を
理
解
す
る
上
で
御
体
御
卜
は
欠
か
せ
な
い
重
要
な
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。
今
後
は
こ
れ
が
六
月
と
十
二
月
に
行
わ
れ
た
こ
と
の
意
味
や
、
同
月
に
行
わ
れ

た
神
今
食
や
月
次
祭
、
そ
の
他
の
祭
祀
・
行
事
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。

　
　
　

注

（
1
）　

安
江
和
宣
「
御
体
御
卜
に
関
す
る
一
考
察
」（『
神
道
祭
祀
論
考
』
神
道
史
学
会
、
昭
和
五
四
年
）。
以
下
、
安
江
氏
の
見
解
は
本
論
文
に
よ
る
。

（
2
）　�

こ
の
よ
う
な
文
書
の
処
理
と
内
容
に
関
す
る
詳
し
い
研
究
と
し
て
は
、
小
坂
眞
二
「
御
体
御
卜
と
陰
陽
道
」（『
東
洋
研
究
』
第
一
七
八
号
、
平
成
二
二
年
）
が
あ
る
。
以
下
、
小

坂
氏
の
見
解
は
本
論
文
に
よ
る
。

（
3
）　�

な
お
国
史
大
系
本
で
は
「
内
印
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、『
養
老
公
式
令
』
天
子
神
璽
条
に
「（
前
略
）
内
印
、〈
方
三
寸
、〉
五
位
以
上
位
記
、
及
下
二
諸
国
一
公
文
、
則
印
、（
後
略
）」

と
あ
り
、
本
官
符
は
神
祇
官
に
対
し
て
下
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、「
外
印
」
の
誤
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
4
）　�

弥
永
貞
三
「
大
伴
家
持
の
自
署
せ
る
太
政
官
符
に
つ
い
て
」（『
日
本
古
代
の
政
治
と
史
料
』
高
科
書
店
、
昭
和
六
三
年
）。
な
お
、
弥
永
氏
は
本
論
文
以
前
に
昭
和
二
六
年
よ
り
「
大

伴
家
持
の
自
署
あ
る
文
書
」（『
日
本
歴
史
』
四
二
号
）
を
初
め
と
し
て
こ
の
官
符
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

（
5
）　

岡
田
莊
司
「
天
皇
と
神
々
の
循
環
型
祭
祀
体
系
―
古
代
の
祟
神
―
」（『
神
道
宗
教
』
一
九
九
・
二
〇
〇
号
、
平
成
一
七
年
）。
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（
6
）　

東
野
治
之
「
大
化
以
前
の
官
制
と
律
令
中
央
官
制
」（『
日
本
歴
史
』
三
六
二
号
、
昭
和
五
三
年
）。

（
7
）　

西
本
昌
弘
「
八
世
紀
の
神
今
食
と
御
体
御
卜
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
三
〇
〇
号
、
平
成
八
年
）。

（
8
）　

神
澤
勇
一
「
弥
生
時
代
、
古
墳
時
代
お
よ
び
奈
良
時
代
の
卜
骨
・
卜
甲
に
つ
い
て
」（『
駿
台
史
学
』
三
八
号
、
昭
和
五
一
年
）。

（
9
）　�

笹
生
衛
「
考
古
資
料
か
ら
見
た
古
代
の
亀
卜
・
卜
甲
と
卜
部
」（
東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会
編
『
亀
卜
―
歴
史
の
地
層
に
秘
め
ら
れ
た
う
ら
な
い
の
技
を
ほ
り
お
こ
す
』
臨
川
書
店
、

平
成
一
八
年
）。

（
10
）　

小
倉
慈
司
「
律
令
制
成
立
期
の
神
社
政
策
―
神
郡
（
評
）
を
中
心
に
―
」（『
古
代
文
化
』
六
五
巻
三
号
、
平
成
二
五
年
）。

（
11
）　

東
野
氏
前
掲
論
文
。

（
12
）　

岡
田
莊
司
「
天
皇
祭
祀
と
国
制
機
構
―
神
今
食
と
新
嘗
祭
・
大
嘗
祭
―
」（『
國
學
院
雑
誌
』
九
一
巻
七
号
、
平
成
二
年
）。

（
13
）　

坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
校
注
『
日
本
書
紀
（
五
）』
岩
波
書
店
、
平
成
七
年
。

（
14
）　�『
宮
主
秘
事
口
伝
』
は
五
本
の
平
兆
竹
を
図
示
し
、
そ
の
注
で
「
来
十
二
月
ノ
朔
日
ノ
兆
竹
面
ニ
ハ
、
天
皇
自
二
此
十
二
月

4

4

4

4

一
、
至
二
于
来
年
六
月
一
止
書
レ
之
也
、」
と
す
る
が
、「
此

十
二
月
」
か
ら
「
来
年
六
月
」
ま
で
だ
と
七
ヶ
月
間
と
な
っ
て
半
年
を
超
過
し
て
し
ま
う
し
、
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
と
い
う
記
述
に
対
応
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
注
意
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
同
様
の
平
兆
竹
の
記
述
を
持
つ
『
新
撰
亀
相
記
』
で
は
「
天
皇
自
二
此
六
月
一
至
二
于
来
十
二
月
十
日

4

4

4

4

4

4

一
平
安
御
坐
哉
」
と
な
っ
て
い
る
な
ど
表
記
に
揺
ら
ぎ

が
見
え
る
。

（
15
）　

井
上
亘
「
御
体
御
卜
考
―
古
代
日
本
の
亀
卜
―
」（
武
光
誠
編
『
古
代
日
本
の
政
治
と
宗
教
』
同
成
社
、
平
成
一
七
年
）。
以
下
、
井
上
氏
の
見
解
は
本
論
文
に
よ
る
。

（
16
）　�

承
和
年
間
に
天
皇
が
御
体
御
卜
奏
上
儀
へ
不
出
御
と
な
る
前
後
で
の
本
儀
の
次
第
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
御
体
御
卜
奏
上
儀
の
復
元
的
考
察
」（『
延
喜
式
研
究
』
三
〇
号
、

平
成
二
七
年
）
に
詳
述
し
た
。

（
17
）　

な
お
、
こ
の
よ
う
な
個
別
の
祟
り
に
関
す
る
神
祇
官
の
解
文
は
現
存
し
て
い
な
い
。

（
18
）　

小
倉
氏
前
掲
論
文
及
び
同
「
八
・
九
世
紀
に
お
け
る
地
方
神
社
行
政
の
展
開
」（『
史
学
雑
誌
』
一
〇
三
編
三
号
、
平
成
六
年
）。

（
19
）　

西
本
昌
弘
「
八
世
紀
の
神
今
食
と
御
体
御
卜
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
三
〇
〇
号
、
平
成
八
年
）。

（
20
）　�

し
か
し
『
朝
野
群
載
』
巻
六
所
引
の
実
際
の
奏
文
を
み
る
と
、
承
暦
の
火
数
は
計
一
六
〇
火
、
康
和
は
計
一
八
三
火
と
な
っ
て
お
り
、
平
城
天
皇
の
火
数
削
減
は
反
映
さ
れ
て
い
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な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
更
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
21
）　

笹
生
氏
前
掲
論
文
。

（
22
）　

岡
田
莊
司
「
吉
田
卜
部
氏
の
成
立
」（『
國
學
院
雑
誌
』
八
四
巻
九
号
、
昭
和
五
八
年
）。


